
1　事業の概要

①　成果目標（H26)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

事業番号 06 02 04 事業改善シート （26年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名 まちなか・おためしラボ事業費まちなか・おためしラボ事業費まちなか・おためしラボ事業費まちなか・おためしラボ事業費
担

当

課

部局 産業労働部

課・室 産業政策課サービス産業振興室

総合５か年

計画

プロジェクト  E-mail service@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開

1-5　地域の暮らしを支える産業振興

目指す姿 　県内ＩＴ産業振興の一環として、首都圏等からのＩＴ人材や企業の移住・拠点開設の素地を作る。

現状

（予算編成

時）

　首都圏等に集積するＩＴ人材・企業が長野県内に移住・拠点開設を検討する際に課題となるのは、住居、オフィス、生活費、地元でのつ

ながり、相談先等である。各段階で生じる課題を解決するため、関係者と連携した各種支援を行う必要がある。

県が関与

する理由

県関与の必要性あり

【左記の説明、根拠法令等】

人口定着を図るため、県下全域を視野に検討していく必要がある。

1 活力のある商業・サービス業の振興 実施期間 H26 ～

県民との協働による実施： 検討中

0 0 0

（当初）

(H26目標設定無し)

H27移住支援件数：５件

事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H26事業実績

H26 H27

（当初） （決算）

合計 0 0 0

事

 

業

 

コ

 

ス

 

ト

区　　分（単位：千円） 24年度 25年度 26年度26年度26年度26年度 27年度 成果目標の達成状況

予

算

額

前年度繰越 5,230

項目

H25末

（実績）

Ｈ26
H27

目標
当初予算 目標 成果 達成状況

- 0 0 - 5

合計（A) 0 0 5,230 5,230

補正予算 5,230

移住支援件数

Aの

財源
5,230 5,230

今後、事業

をどのよう

にしていき

たいか

□ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 ■ 事業を現行どおり実施

現行どおり実施予定

0.50 0.50

0 0

0

まちなか・おためしラボ 直接

ＩＴを使ったビジネスプランを募集して移住者を選定し、

県内におためし移住のための住宅の提供を行う。移住

後は、県内ＩＴ企業での一時就業、地元企業家との交

流、オフィス提供等の各種支援を行う。Ｈ26年度は事

業未実施、Ｈ27年度へ全額繰越。

 概算事業費（B（A）+C） 0 0 4,129 9,359

目標に対

する成果

の状況

平成27年度へ全額繰越

概　算

人件費
0 0 4,129 4,129

0 0


